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ワイヤｰ

ライン試錐工法

まえがき

最近試錐部門の新しい工法としてワイヤｰライン工

法が採用されつつある.工965年に金属鉱床密集地域の

深度2,500mの構造試錐(愛媛県伊予三島市城師)に対

してこの工法が使われ短時目のうちに掘さくを完了し

またコア採取率も96.00%と輝かしい成績をあげた.

なお今までのコアボｰリングの日本記録は同一地域で深

度1,700mであった(第1･2図).

この工法は米国で1933年頃に石油掘さく部門セ便わ

れたのが最初で1950年に米国ロングイヤｰ会社でこ

れを小口径のものに改造し試錐部門にも使われるよう

になりわカ茎国でも近年これを国産化しかなり広く使

われるようになった.従来の工法ではコアがコアチュ

ｰブにつまるとそのつどコアチュｰブを地表に引き上げ

なければならないため試錐孔の深度が深くなればなる

ほどロッドの昇降に時間がかかり実掘進の時間は少

なくなる.またコアが詰ってもその状況が正確にわか

らずに掘進できるためコアをくだいてしまうことがあ

りそのためコア採取率は悪くなるという結果になる.

ワイヤｰライン工法を使用するとコアがインナチ

ュｰブ内につまってもそのつど引き上げることなくイ

ンナｰチュｰブだけをワイヤｰラインロッドの申を通し

てワイヤｰで訓きあげれぱよい.このため試錐孔の深

度が深くなってもビットを取換える時だけワイヤｰラ

インロッドを昇降すればよいのであるから実掘進時間

は多くなりロッド昇降の回数も少なくなるので櫓の

加藤完

大きさも小さくてよく掘進能率は高くなる.またコ

アつまりがおきるとボンブ圧カミ上昇して掘進が不可能

になる機構になっているため必然的にコア採取率がよ

くなる.
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機構および操作

現在わが国では日本ロングイヤｰ株式会社利根ポ

ｰリング株式会社鉱研試錐工業株式会杜の三社でワ

イヤｰラインコアバｰレルが国産化されている(表1).

その機構を説明すると会社によりインナｰチュｰブの

アウタｰチュｰブに対するロッキング機構シャットオ

フバルブ機構等でいくらか異なる(第3･4･5図).

ワイヤｰラインツｰルは大別して下調のとうりである.

ワイヤｰラインコア･バｰレル

オｰバショットアッセンブリｰ

ワイヤｰラインロッド

ワイヤ□

第1表メｰカｰ別サイズ記号表

注瓦X.以.BX.NXはD.C.A.M.A(アメリカダイヤモンドドリンク製

作規格)の寸法でEXはビット外径37.08m/皿AXは47.37皿/m

BXは59.18m/mNXほ7遥.80m/皿である
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ワイヤｰホィスト

ワイヤｰラインコアバｰレルはアウタｰチュｰブとイ

ンナｰチュｰブの二重管よりなっておりインナｰチュ

ｰブはアウタｰチュｰブ及びワイヤｰラインコアバｰレ

ル内を自由に通れる外径をもちラッチによってアウタ

ｰチュｰブのガイドカップリングの凹みに固定されるよ

うになっている.インナｰチュｰブは普通のスイベル

タイプのダブノレコアチュｰブと同じくボｰノレベアリン

グによってアウタｰチュｰブが回転してもインナｰチ

ュｰブは回転せずそのためコアがくだかれることなく

インナｰチュｰブ内に入るようになっている.循環水

はアウタｰチュｰブとインナｰチュｰブとの間を通って

ビットを冷却しスライムを地表にもどすようになって

リフテレグドックスビアヘッド

シャｰビンラッチ

いる.その操作を説明するとインナｰチュｰブにコア

がつまるかあるいはコアが一杯になるとインナｰチ

ュｰブはコアと一緒に上に挿しあげられシャットオフ

パルブカミ働くことにより循環水の通路をふさぎその

ためのポンプの圧力が上昇して掘さくができなくなる.

水圧計でこのことを知るとロッドを少しあげコアを岩

盤から切りとる.次にオｰバショヅトアッセンブリｰ

をワイヤｰでワイヤｰラインロッド中に降下させると

オｰバｰショットアッセンブリｰはインナｰチュｰブの･

頂点にあるスピアｰヘッドに連結する(第6･7･8図).

次にワイヤｰホイストでワイヤｰを巻き上げるとラッ

チスリｰブによってラッチはガイドカップリングの凹

みからはずれインナｰチュｰブはワイヤｰラインロッ

シャットフパルブアウタｰチュｰフリｰ守一一一ピット

鰯緯

ペアリングコンプレッションスプリングコアリフタｰ

①ビット(プランク)⑥ラッチ装置

②コアリフタｰ⑦スピア

③アウタチュｰブ⑧チャク装置

④インナチｰ一ブ⑨ピン(テンシ1ン)⑱

⑤コントロｰルバルブ⑩パッキングバｰ⑩

④⑨

2①

1い･弓ケ･･ズスイペ'レパルプスプｰ』ング

ス胚リ1'.回一ラキャヅ'シャ利キ川多肺11皿パネ)ぺ洲シグ

↑第3図Qシリｰズワイヤｰラインコアバｰ

レル

このワイヤｰラインロッドはフラッシュ

ジョイントタ寸プでロッドの内径カ状きく

ビットの肉厚が鴻く掘さく断面積が小さい

ので繰取される=1アは大きいまたてソナｰ

チュｰブは特殊ハンギング機構とネジ形式に

よりオｰバ多ヅプ(ネジ部がふくらむことを

防止すること)ができるまたポｰルチコ･

ツクバルブが付いているため湧水の多いとこ

ろでも送水圧で孔内に入れること淡できる

(同本目ングイヤｰ鯉)

←第4図Vシリｰズワイヤｰ多イン靱アバｰ

レルカイ;幼ヅヅ乳シグに段の凹みが劾蔓

インナｰチ狐一ブが完全に喰貰トさ叔てい惑

が否かを知ること秘できる､

(利根泰一茅ンタ恢沢製)

オｰバ･一､

二繭燧饒事プ轟去糞饒義義終

↑第5図器偏誰歪鶴㌶漂燦鮒鐵ン㌶芝孤駕蹴辮襯旨金脇雛方式1釦て対搬

第6図オｰバｰシ冒ツトァッセンブリｰ

の挿入

煩劇ζあ義猟とけ一ヘッ将(薦側)1ζ連結する意餓

第8図オｰバｰショットアッセンブリｰの1つテレクドッグ(左側)とインナｰチュｰブの頂

点にあるスピアｰヘッド(右側)と連結し引き上げられるため日一ラがガイドカップリ

ングの凹みからはずれたところ�
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ド中を上昇することになる(第9･10･11図)一もしイ

ンナｰチュ･一ブがアウタｰチュｰブより離れない場合は

テンションピンを切断してインナｰチュブを残してワ

イヤｰだけを捲き上げる､この場合はワイヤｰライン

ロッドを全部引き上げなければならない.

インナｰチュｰブを地表にとりだしコアをとりだし

たら今度はインナｰチュｰブだけをワイヤｰラインロ

ッドの中に降下させる(第12図).ワイヤｰライニ■ロッ

ドの中は循環水カミあるためインナｰチュｰブは適当な

速度で落下し先端にあるワイヤｰラインコアバｰレルの

ガイドカップリングの凹みにスプリングの力によりラ

ッチが開いて固定される.そして再び掘さくを開始す

るわけである.このため今までの試錐工法と異なり

ビットが切れなくなり取換えの必要があるときのみワ

イヤｰラインロッドを捲き上げれぱよいわけである古

式繍

同一也城での従来の普通工法とワイヤｰライン工法と

の成績を比較するため昭和39年秋田県北部で行なわれ

た金属鉱物探鉱促進事業団の試錐資料を利用した.

その結果次のような比較ができた.

掘進能率を比較すれば普通工法の所要目数1目当りの

掘進長カミ5.40mに対してワイヤｰライン工法では6.

73m実掘進1目当りの掘進長9.05mに対して11.89m

掘進1m当りの所要人員を1.56人に対して1.09人と

いずれもワイヤｰライン工法を採用したものがすぐれて

いた.またコア採取率の点でも普通工法の71.9%に

比べて85.0%の高能率であった(第2表).第3表は能

率およびコア採取率について普通工法とワイヤｰライ

ン工法を比較したもので普通工法を1とした場合の指

数である.第4表でも工法則の1孔当り平均作業日数

を比較しているがワイヤｰライン工法によるものが平

均深度において普通工法によるものよりも42㎜深いにも

かかわらず69.1目で作業を終了しており普通工法の

78.2目を下回った.第5表は実掘進ロッド揚降付

帯作業などの各作業に直接要した時闘を工法別に示し

たものであるが普通工法の30.2%に対してワイヤ

ｰライン工法では39.4%と約10%高く逆にロッド揚

降時間は普通工法の23.4%に対して19.6%となって

いる.第13図は両工法について作業別の所要時間の

比率を図示したものである.

第婁爽工法別能率表
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策3表工法則作業能率棉数表

第4表1孔当り平均作業用数比較表
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�ワイヤｰライン�5,827.54��38.8�216〃.58�17.7�ヨ;959.53��26.4�756,35�5.0��116-O.40�12.1�15,003.00���

内�計�13,830.33��33.1�9,148.37�21.9�10,71{.…0��25.6�3,195.50�7.7��41872.00�11,7�41,761.10��りそのプラグを特殊ウォｰタ�

大�普j面�3,洲.31��30.8�2,302.25�21.2�2.8-1.1§��25.8�1,00{.10�9.2��1,411.35�13.O�10,879.00���

餉�����������������一スイベルに接続するとデリ�

東�ワイヤｰライン�2,718.12��40.5�11613.05�24.1�1,518.58��22.6�252.44�3.8��602.00�9､個�6､㈹5.OO���

北�����������������バクホｰスを通してポンプから�

方�計�6,067.43��34.5�3,915.30�22.3�4,330,17��24.6�1,256.55�7.1��21013.35�11,5�171欄.00���

含�普通�111352.10��30,2�81803.04�23.4�91565.36��25.4�3,443.2薔�9.1��4,472.55�11.9�37,637.10��圧力水が送りこまれてオｰバ�

�ワイヤｰライン�8,546.05��39.4�4,261.03�19.6�5,舳｡51��25.2�1,009.20�4.7��2,412.40�11.1�21,708.00��ショットアッセンブリｰが挿入�

計�計�19I田98.16��33.5�13106{.07�22.O�15,044.27��25.4�41452.45�7.5��6,885.35�11.6�59,3{5.10��される.ワイヤｰライン工法�

匡)内の数字は

1十月を30日とした場合の"数を示ケ
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工法則作業時間比較表

りそのプラグを特殊ウォｰタ

ｰスイベルに接続するとデリ

バクホｰスを通してポンプから

圧力水が送りこまれてオｰバ

ショヅトアッセンブリｰが挿入

されるワイヤｰライン工法

アンダｰグラウンドワイヤｰラインエ港

従来のワイヤｰライン工法ではオｰバｰショットア

ッセンブリｰおよびインナｰチュｰブの挿入にはその

自重を利用して落下挿入するため垂直もしくは60度ま

での傾斜孔以外には使うことができなかった.しかし

アンダｰグラウンドワイヤｰライン工法は水圧を利用し

てオｰバショットアッセンブリｰおよびインナｰチュｰ

ナを挿入するため水平はもちろん360度の角度で掘さ

くすることができる.

ワイヤｰラインコアバレノレとの機構および操作の違い

を述べるとインナｰチュｰブとオｰバｰショットアッ

センブリｰに水圧挿入用ピストンカミ取りつけられてい･る.

ワイヤｰラインロットは内面がシリンダｰの役目をする

ので一様な面にしてある｡ワイヤｰラインロッドの

後端紀つけオｰパｰシ翼ツトア:壮ンブリｰおよびイ

ンナｰチ胤一ブを挿入し掘凄くするための特磯ウ凄一

ダｰスイベルはその後頭部にプラグを有する､オｰ

バｰシ罰トアッ老ンブリｰのワイヤｰはプラグの申を通

とこの工法を比較すると

下記のような長所短所がある.

赦

雛

i藪

三豊

簸ユ3図ぶ総脳1フ)f箏繋絡閲圭恕鄭鰯

長所

1)あらゆる角度の掘さく沸可能である

2)ごの工法は水圧によるピストン式挿入のため挿入時間か

早い

3)インナｰチ皿一ブか喰ット窓れるを水圧秘士録する花め

セット夢)確認秘できる

短所

1)孔壁が軟弱でワイヤｰ列ン猿ツタか締めつげられ蕃とイ

ンナ岬チ砿舳ブおよび涛仙バシ鐵ツトアツ喰ンブリ舳の使

踊がで書ない

〔滋下鰯蕊べつ弓く〕

欝至遂鐵A災ダブル撹アテ楓一ブ絹ダイヤ積ン芦汐夢ト(左側)A蒐竪イヤ

ｰライン用ダイヤモンドビット(煮側)切削断簡積が大きいためコ

アが小さい�


